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令和５年度

　「わたしたちのまちの報告書」は、市が実施した主な事業をわかりやすくまとめた報告書です。
この報告書には、令和５年度に市が実施した事業から、特に PR したい事業をピックアップし、事
業概要を写真とともに掲載しています。
問い合わせ　企画・情報政策グループ☎ 366 ｰ 0011

大阪狭山市

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
１

豊
か
な
水
と
み
ど
り
の
一
体
的
な
空
間

水
と
み
ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
―
決
算
額
１
億
１
１
９
６
万
円

ら
に「
あ
そ
び
の
丘
」に
ベ
ッ
ド
ジ
ャ
ン
パ
ー

を
設
置
し
、
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の

た
め
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
狭
山
池
周
辺
エ
リ
ア
を
訪
れ
る
人

た
ち
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
狭
山
池
北
堤

や
副
池
オ
ア
シ
ス
公
園
に
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

西
除
川
周
辺
エ
リ
ア
で
は
、
狭
山
池
周

辺
エ
リ
ア
の
取
り
組
み
と
連
携
し
な
が
ら
、

魅
力
的
な
水
と
み
ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
す
る
た
め
に
、
河
川
沿
い
の
遊
歩
道
や

緑
道
な
ど
を
再
編
し
、
快
適
か
つ
安
全
に
移

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
歩

行
者
空
間
の
形
成
に
取
り
組
み
、「
狭
山
池
橋

下
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
」や「
西
除
川
緑
道
」の
整

備
に
続
い
て
、
河
川
沿
い
の
道
路
に
歩
道
空

間
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
狭
山
池
を
中
心

に
、
豊
か
な
水
と
み
ど
り
を
一
体
的
な
空
間

と
し
て
利
活
用
し
、
ま
ち
全
体
の
価
値
や
魅

力
向
上
と
に
ぎ
わ
い
空
間
を
創
出
す
る
こ

と
を
目
的
に
、「
大
阪
狭
山
市
水
と
み
ど
り
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
」を
策
定
し
、
こ
れ
ま

で
狭
山
池
周
辺
エ
リ
ア
を
中
心
に
様
々
な
取

り
組
み
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

副
池
オ
ア
シ
ス
公
園
で
は
、
ち
び
っ
こ
広

場
を
拡
張
し
、
ボ
ー
ル
・
ハ
ー
フ
ボ
ー
ル
セ
ッ

ト
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
遊
具
ム
ー
ン
を
設
置
、
さ

P

P

P

市循環バス「狭山池北」

N

西  除  川

コメダ珈琲店
狭山池店

NEW
副池オアシス公園

MAP

もっと憩い、
もっとにぎわい

P

あずまや
せせらぎ水路

浮島
水辺の花壇

水辺の散歩道

至 狭山駅

至 北野田駅

複合遊具

どんぐり
の森あずまや

じゃぶじゃぶ水路

トイレ

トイレ

拡張
部分

狭山池
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《
さ
や
り
ん
ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
》　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
や
禁
煙
推
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
、
介
護

予
防
啓
発
講
演
会
へ
の
参
加
者
、
ぽ
っ
ぽ
え
ん
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
者
な
ど
に
、
市
内
の
加
盟
店
で
１
ポ
イ
ン
ト
＝
１
円
と
し

て
使
用
で
き
る
さ
や
り
ん
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
し
た
。

《
大
阪
狭
山
市
地
域
ポ
イ
ン
ト
促
進
事
業
》　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
や
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
を
踏
ま
え
、
市
民
や
市

内
事
業
者
へ
の
支
援
お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、

さ
や
り
ん
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ャ
ー
ジ
し
た
場
合
に
、
30
％
分
の
さ

や
り
ん
ポ
イ
ン
ト
を
追
加
で
付
与
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
さ
や
り
ん
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
期
間
に
あ
わ
せ
て
、
市

役
所
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
連
絡
所
に
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設
置
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ「
Ｃ
ｈ
ｉ
ｉ
ｃ
ａ
」の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

な
ど
を
支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

い
な
い
人
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
希
望
者
に

チ
ャ
ー
ジ
機
能
付
き
磁
気
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
し
た
。
ポ
イ
ン

ト
の
利
用
率
は
、
99
・
２
％
と
高

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
業
種
別

使
用
状
況
は
、
ス
ー
パ
ー
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
で
約
70
％
を
占
め
、
ポ

イ
ン
ト
の
大
半
が
生
活
必
需
品
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
や
り
ん
ポ
イ
ン
ト
で

生
活
支
援
と
地
域
活
性
化

さ
や
り
ん
ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業
―
決
算
額
７
９
６
万
円

大
阪
狭
山
市
地
域
ポ
イ
ン
ト
促
進
事
業
―
決
算
額
１
億
２
４
９
８
万
円

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
２

　

核
家
族
化
で
子
育
て
に
困
難
を
抱
え
る
家
庭
が
増
え
て
お

り
、
児
童
虐
待
を
予
防
す
る
観
点
な
ど
か
ら
、
妊
娠
期
か
ら
切

れ
目
な
く
寄
り
添
う
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
母
子
保
健
部
門
の
保
健
師
な
ど
が
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
育
ち
を
応
援
し
、
児
童
福
祉
部
門
の
社
会
福
祉
士
な

ど
は
、
福
祉
的
な
視
点
で
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
両
部
門
が
一
体
的
に
支
援
を
行
う
た
め
、
令
和
６
年

４
月
に「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」を
開
設
し
、
社
会
福
祉

士
、
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど

の
相
談
員
を
増
員
す
る
な
ど
、

体
制
を
整
え
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
が
よ
り
一
層
可
能
と
な
り
、

異
な
る
職
種
の
職
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
す
こ

と
で
、
子
育
て
の
困
り
ご
と

を
多
角
的
に
捉
え
、
必
要
な

支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
も
取
り
組
み
、

支
援
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ

と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
や
家
庭
に

関
す
る
相
談
に
対
し

切
れ
目
の
な
い
支
援

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業
―
決
算
額
０
円

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
４

　

市
内
の
公
立
学
校
園（
幼
稚
園
・

こ
ど
も
園
・
放
課
後
児
童
会
・
小
学

校
・
中
学
校
）で
一
貫
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
保
護
者
の

利
便
性
向
上
お
よ
び
学
校
園
の
事

務
を
効
率
化
し
ま
し
た
。

●
保
護
者
と
の
連
絡
機
能
と
一

斉
配
信
機
能　

緊
急
情
報
の
一

斉
配
信
や
個
別
の
出
欠
連
絡
な

ど
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

学
校
園
か
ら
プ
リ
ン
ト
な
ど
の

通
知
物
の
配
信
が
可
能
と
な
り
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
学
校
園
・
保

護
者
双
方
の
通
知
を
効
率
化
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
児
童
・
生
徒
を
見
守
る
地
域
住
民
へ
ア
カ

ウ
ン
ト
を
発
行
し
、
学
校
か
ら
の
連
絡
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

よ
う
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

●
登
校
園
・
出
退
勤
管
理
機
能　

児
童
・
園
児
の
入
退
室
時
間

の
管
理
機
能
に
よ
る
保
護
者
へ
の
通
知
に
よ
り
、
安
全
・
安
心

の
確
保
と
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
・
放
課
後
児
童
会
の
延
長
利
用

記
録
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
出
退
勤

管
理
事
務
を
効
率
化
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
・
放
課
後
児
童
会
に
お
け
る

諸
経
費
な
ど
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
納
付
で
き
る
よ
う
、
環
境

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

公
立
学
校
園
に
お
け
る 

保
護
者
の
利
便
性
の

向
上
と
事
務
効
率
化

学
校
園
一
貫
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
展
開
事
業
―
決
算
額
７
０
４
７
万
円

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
３

妊産婦

子育て家庭

子ども

相 談

支 援

子ども家庭支援員、
保健師など

UPっぷ

こども家庭センター

保健センター
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高齢者補聴器購入費用助成事業
決算額８万円

　加齢性難聴による閉じこもりを予防し、高齢者の
積極的な社会参加および地域交流を促進するため、
65歳以上の個人市・府民税非課税世帯で、医師から
補聴器が必要と認められた人が、管理医療機器とし
て認定された補聴器を購入する費用の一部を助成し
ました。

生殖補助医療費等助成事業
決算額334万円

　不妊治療にかかる費用負担の軽減を図るため、保
険適用された後の生殖補助医療費の自己負担額の一
部をはじめ、生殖補助医療と併せて実施される先進
医療にかかる費用の一部を助成し、不妊に悩む人を
支援しました。

都市緑化を活用した猛暑対策事業
決算額1,367万円

　「大阪府都市緑化を活用した猛暑対策事業」の補助
金を活用し、市循環バス停留所「福祉センター前」上
屋に、微細ミスト発生装置を新設し、乗客の熱中症
対策を行いました。

地域学校協働活動事業
決算額277万円

　市内の５つの小学校に地域学校協働活動推進員を
配置し、米づくり体験や防災キャンプなどの地域学
習のコーディネート、登下校の見守り活動、学校の
環境整備などの学校支援活動の活性化に取り組みま
した。令和６年度は市内の全小学校に地域学校協働
活動推進員を配置します。

小学校整備事業
決算額１億4,189万円

　学級編制基準の一律引き下げによる段階的な35人 
学級への移行や校区内の宅地開発による人口増加
に伴う、北小学校の普通教室不足に対応するため、
校舎の増築工事（１階建て３教室）や備品の購入を行
いました。

第４期男女共同参画推進プラン策定事業
決算額276万円

　ジェンダー平等を推進し、多様な働き方を広げ、
だれもがいきいきと安心して暮らせるまち、互いに
人権を尊重し責任を分かち合い、その個性と能力
を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現をめざ
し、令和６年度から 10年間の第４期男女共同参画
推進プランを策定しました。
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令和５年度
事業 

ピックアップ

行財政改革推進事業
決算額０円

　大阪狭山市行財政改革推進プラン2020に基づき、
行財政改革にかかる取り組みを推進しました。また、
大阪狭山市行政評価委員会を開催し、進捗状況に対
する評価や意見をいただきました。

特定小型原動機付自転車（電動キック
ボードなど）のナンバープレート作成
事業

決算額30万円

　道路交通法の改正に伴い、一定の要件を満たす電
動キックボードなどに対応する車両区分として「特
定小型原動機付自転車」が新設されたことから、令
和５年７月１日から標識（ナンバープレート）の交付
を開始しました。

公共施設等総合管理計画推進事業
決算額566万円

　利用者のニーズに適切に対応し、効率的・効果的
な公共サービスの提供の実現に向け、令和14年度ま
での公共施設の更新、複合化や集約などの対策内容
や実施時期などを第１期計画として具体的に示すた
め、大阪狭山市公共施設再配置計画策定委員会を立
ち上げ、議論を行いました。また、その基礎資料と
して今熊地区で地質・地盤調査を行いました。

DX推進計画策定事業
決算額120万円

　DX（デジタルトランスフォーメーション）推進に対
する基本的な考え方や個別の取り組みなどを示した大
阪狭山市 DX 推進方針を令和6年3月に策定しました。
この方針に基づき、引き続き国と歩調を合わせてデジ
タル化の取り組みを推進し、一層の事務効率化とさら
なる市民サービスの向上につなげていきます。

施設予約システム更新事業
決算額1,104万円

　検索機能の強化など利用者の利便性を向上させる
ため、市立公民館、市立コミュニティセンター、社
会教育センター、SAYAKA ホールの施設予約システ
ムを更新しました。

大阪狭山市行政評価委員
会の評価や、収支状況な
どに応じて改善策を検討

進捗状況に応じた目標設定
や各年度の実施内容の見直
し、追加項目の検討

進捗状況を毎年度とりま
とめ、大阪狭山市行政評
価委員会で評価

プランに基づき取り組み
を実施

Plan（計画）Action（改善）

Check（評価） Do（実施）

05 📖 わ た し た ち の ま ち の 報 告 書



　一般会計の歳入の総額は 239億7,223万円でした。依存財源である

国庫支出金は、54億6,650万円と昨年度に比べ減少する一方、所得の

増加や住宅開発の進展に伴い、主要な自主財源の市税（市民税や固定

資産税など）の増加や財産区財産の売却にかかる繰入金が多額である

などにより、歳入総額では前年度より５億1,180万円増加しました。

詳しくは、市ホームページに掲載しています

（参考）　令和４年度内訳　●市税：75 億 7,520 万円　●使用料・手数料
など：16 億 145 万円　●地方交付税：40 億 5,073 万円　●国庫支出金：
56 億 619 万円　●府支出金：21 億 3,074 万円　●市債：６億 9,240 万
円　●地方譲与税など：18 億 371 万円

決算公表
歳
入

依 

存 

財 

源

自 

主 

財 
源239億         

7,223万円

市税
76億 6,742 万円

使用料・
手数料など
19億 2,827万円

地方交付税
42億 526万円

国庫支出金
54億 6,650万円

府支出金
20億 8,710万円

市債
７億 3,670万円

地方譲与税など
18 億 8,098万円

区　分 歳入合計（A） 歳出合計（B） 差引（A － B）
一般会計 23,972,226,399 23,449,854,365 522,372,034

特
別
会
計

国民健康保険 6,185,067,413 6,108,159,051 76,908,362
介護保険 5,824,320,266 5,631,563,382 192,756,884

後期高齢者医療 1,216,227,424 1,167,838,691 48,388,733
池尻財産区 1,253,990,441 1,253,990,441 0
半田財産区 164 164 0
東野財産区 7,503,573 7,503,573 0
今熊財産区 2,632,366 2,632,366 0
岩室財政区 1,920,712 1,920,712 0

茱 木財政区 8,500 8,500 0
特別会計　計 14,491,670,859 14,173,616,880 318,053,979

合　計 38,463,897,258 37,623,471,245 840,426,013

　一般会計は、地方公共団体の会計の中心となるもので、基本的

な行政運営経費を経理しています。特別会計は、特定の事業の歳

入と歳出を一般会計とは区別して、個別に経理する会計です。

一般会計と特別会計
［単位 : 円］

　令和５年度末の下水道の整備が完了している面積は 880.13 
ha、年間有収水量は 595万8,491㎥で前年度に比べ８万3,696㎥ 
の減少となりました。決算の概要は下図のとおりです（消費 
税込み）。なお、資本的収支の不足額は、消費税資本的収支
調整額575万円、損益勘定留保資金３億9,523万円で補てん 
しました。

収益的収支（維持管理などの決算） 資本的収支（建設投資などの決算）

問い合わせ　経営総務グループ☎366ｰ 0011

令和５年度下水道事業決算

建設改良費
２億9,621万円補てん財源

企業債の償還金
７億2,544万円

企業債
２億9,972万円

市からの繰入金
１億3,632円

補助金
7,280万円
そのほか

１億1,183万円

支出
10億2,165万円

収入
６億2,067万円

流域下水道にかかる費用
３億7,577万円

管きょにかかる費用
7,152万円

企業債の利息
6,123万円

減価償却費
９億678万円

そのほか
１億8,085万円

長期前受金戻入など
５億6,344万円

下水道使用料
８億8,364万円 ポンプ場にかかる費用

3,457万円

市からの繰入金
2億70万円

支出
16億3,072万円

収入
16億4,778万円

　実質収支とは、歳入合計と歳出合計の差引から翌年度へ繰り

越すお金を差し引いた実質的な収支です。

実質収支

河内長野市富田林市大阪狭山市
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［単位 :100万円］
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　一般会計の歳出の総額は 234億4,985万円でした。ワクチン接種

事業（衛生費）や地域ポイント発行・促進事業（商工費）が減少した一

方、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金支給事業（民生費）

や文化会館 ESCO 事業（総務費）の実施により、歳出総額では前年

度より７億5,705万円増加しました。

問い合わせ　行財政マネジメントグループ☎ 366 ｰ 0011

（参考）　令和４年度内訳　●民生費：106 億 8,330 万円　●総務費：26
億 9,250 万円　●教育費：24 億 3,707 万円　●衛生費：19 億 1,740 万円 
●公債費：19 億 471 万円　●土木費：14 億 5,336 万円　●消防費：8 億
5,422 万円　●議会費など：７億 5,025 万円

令和５年度
歳
出

民生費
112 億9,468 万円

教育費
26 億 2,793 万円

総務費
29 億 1,494 万円

衛生費
18 億 7,735 万円

公債費
18 億 8,448 万円

消防費
8 億 7,846 万円

土木費
14 億 1,227 万円

議会費・農林水産業費・商工費など
５億 5,974 万円

234 億         
4,985 万円

財政の健全度を
判断する指標

資金不足比率 下水道事業会計

事業規模①［千円］ 877,625
資金不足額② －
資金不足比率②／① 該当なし
経営健全化基準［％］ 20.00

　平成19年６月に定められた地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、地方公共団体は

毎年、健全化判断比率（４つの指標）を公表しています。下水道事業会計については、資金不足比率

を公表しています。

財政再生基準

20.00%
30.00%
35.00%

早期健全化基準

12.93%
17.93%
25.00%
350.00%

大阪狭山市の状況

該当なし（△3.46％）
該当なし（△9.01％）

4.0%
該当なし（△24.99％）

健全化判断比率

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

　市は下表の４つの指標すべてで早期健全化基準と財政再生基準を下回り、財

政状況は健全であると言えます。4つの指標（下表①～④）のいずれかが早期健

全化基準を超えると早期健全化団体となり、財政健全化計画を策定し、自主的

な改善努力による財政の健全化に取り組むことになります。さらに比率が悪化

し、財政再生基準を超えると財政再生団体となり、財政再生計画を策定し、国

などの関与による確実な財政の再生に取り組むことになります。

　資金不足比率とは、資金不足額を事業の規模と

比較し、経営の深刻度を示すもので、資金不足比

率が経営健全化基準（20％）を超えると、経営健全

化計画を策定しなければなりません。市の下水道

事業会計は資金不足を生じていないため、資金不

足比率は該当ありません。

健全化判断比率 資金不足比率

市民１人あたりの
借入金と預貯金

0 ５万円 10万円 15 万円 20万円 25 万円 30万円

大阪府内市町村計
（政令市を除く）
【5,201,025 人】

河内長野市
【99,226 人】

富田林市
【107,342 人】

大阪狭山市
【58,031 人】

そのほかの目的基金
（使い道が決まって
いる預貯金）

財政調整基金
（使い道の決まって
いない預貯金）

公共施設や
インフラ整備など
にあてた借入金

245,140 円

258,857 円

267,674 円

62,169 円

18,547 円

[人口：令和６年
1月1日現在]

　　　42,604 円

62,368 円

27,005 円

109,308 円

44,648 円

68,588 円

　277,930 円

財政の弾力性を判断する指標

　経常収支比率とは、

毎年支出しなければ

ならない経費（経常的

経費）に対し、毎年決

まって入ってくる収入

（経常的収入）をどの程

度あてているかを見る

比率です。この比率が

高くなるほど、新しい

事業や公共施設の整備

などの投資的な経費へ

あてるお金が少なくな

り、財政運営は厳しく

なります。

経常収支比率

４年度３年度２年度 ５年度

全国市町村平均
河内長野市

大阪府内市町村平均
富田林市大阪狭山市

［単位：％］

85

90

95

100

98.6

98.4

93.6

94.7

98.4

95.7 95.5
95.3
95.3

92.5

94.4

93.793.1

93.0

91.9

92.2

88.9

91.8

86.6

07 📖 わ た し た ち の ま ち の 報 告 書



わたしたちのまちの報告書は
大阪狭山市公式WEBサイトから
閲覧・ダウンロードできます

2024年11月1日発行　大阪狭山市政策推進部企画・情報政策グループ☎072-349-8001

大阪狭山市




